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    第二号議案 ２０２１年度決算報告 

第三号議案 ２０２２年度事業計画 

第四号議案 ２０２２年度予算 

７．行事 

  活動紹介 

８．議長解任 

９．総会閉会挨拶 
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■議案一号   

 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 

２０２１年度 事業報告書 

 

１、事業実施の報告  

 

  

  ２０２１年１０月、OurPlanet-TV の活動開始から２０年を迎えることができました。２０２１年度は、組織の基盤整

備につながる事業、２０年を記念した事業を多数、実施することができました。 

 

まず、６月にはメルマガをリニューアル。テキストのみのメルマガから、HTML のメルマガに移行しました。現在

は、登録者数の増加を目指しています。さらに１年がかりで、WEB サイトのリニューアル作業を実施。スマートフ

ォンに対応し、参照性をあげたサイトを１０月にオープンすることができました。このサイトの特徴は、テーマやカ

テゴリー、特集などといった切り口で、過去の動画をアーカイブとして検索しやすい点にあります。 

現在、多くのネットメディアは、速報性とアクセス数の向上を重視していますが、OurPlanetTVでは、まったく異

なるコンセプトでサイトを構築。瞬間的なアクセス数を重視せず、ここに蓄積されていく記録、情報がアーカイブ

として威力を発揮できるよう、消費されない情報の掲載、歴史に耐えうる取材を心がけていきたいと思っています。 

 

 ２０年記念事業では、１０月オンラインパーティーを実施。また、２０周年記念誌も制作しています。オンラインパ

ーティーは約６０人が参加。コロナ禍で、人とつながる機会が減っていますが、長年、支えてくださっている方々

からの心温まるメッセージを多数いただき、豊かな時間を過ごすことができました。 

 また記念誌も、８０人以上の方々から寄稿いただき、２０年の歴史を振り返りました。その作業を通じて、

OurPlanet-TV というメディアが、常に、素晴らしい出会いに恵まれ、切磋琢磨しながら、不条理に抵抗し、厳し

い時代を通り抜け、今に至っていることを痛感しました。 

 

会員のみなさんも、支援者の皆さんも、敢えて、この２０年とともに過ごしてきた「仲間」と呼びたい。そんな気持

ちです。これからも、様々に形を変えながらも、時代を分かちあいたいと感じています。引き続きのご支援をお願

いいたします。 

 

 

代表理事 白石 草 

 

（１） 会員数 ２０２２年１月２０日現在  

      正会員 ２１人 ／ 賛助会員 個人２２６人／団体 １ 

（２） 従業員の状況  

      ＊フルタイムスタッフ２名 アルバイトスタッフ１名 

（３） 活動の拠点  

       ＊東京事務所 
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２、事業実施に関する事項 

 

―コンテンツ制作に係る事業―  

（１）市民の視点や人権・環境を考慮にいれた番組の制作 

 独自企画番組の制作および配信  

【事業内容】 

２０２１年度は、１年延期された東京五輪が開催された。新型コロナ感染症の拡大にもかかわらず、五輪が強

行されたことに対し、社会の批判は高まった。OurPlanet-TVでは従来通り、これら批判の声を伝えるとともに、開

催と同時に、インターネット上に市民の声を可視化する「市民が撮った五輪地図」を展開。市民がツイッター

などを通じて投稿した写真を集積することで、五輪の多様な側面を表現した。 

２０２１年は福島第一原発事故から１０年の節目でもあった。五輪とともに進められてきた避難指示の

解除等の動きなどを中心に取材・配信を行なった。このほか、外国人の人権問題も多く扱った。 

 

 

   

 

 

【事業内容】  

配信番組は計６５番組 

1月13日『富岡町で成人式〜原発事故時の小４だった11人の思い』 

1月14日『原発事故時０歳と２歳が甲状腺がん〜福島県の健康調査』 

1月21日『群馬の原発避難者訴訟で国の責任認めず～東京高裁』 

2月7日『「黙るもんか」「森会長の解任求める」JOC前でデモ』 

2月12日『森会長が辞意表明〜「女性蔑視」の反省の色なく』 

2月13日『五輪組織委員会理事会後会見（アーカイブ）』 

2月14日『福島医大で「県民健康調査」国際シンポ開催』 

2月18日『毎時20μSv 以上地域の19歳未満に限定へ〜原発事故後の甲状腺計測』 

2月19日『東京高裁「国の責任認める」判決〜千葉避難者の原発訴訟』 

2月26日『放射線防護の考え方「年1ミリシーベルト」削除へ〜放射線審議会』 

3月1日『原発事故後の被曝「国と県の過失を認めず」〜福島地裁』 

3月3日『「戦没者の遺骨を辺野古埋め立てに使うな」沖縄で抗議のハンスト』 

3月5日『「避難が遅れ被ばく」飯舘村２９人が国と東電を提訴』 

3月10日『食品の放射性物質「濃度基準緩和に反対」市民が署名開始』 

3月11日『Meltdown Countdown – 49 critical hours of the TEPCO teleconference」 

3月11日『「核被害に10年の節目はない」東電前で抗議行動』 

3月18日『「福島はオリンピックどごでねぇ」聖火リレー出発地で市民ら抗議』 

3月19日『福島の小児甲状腺がん２７５人〜がん登録で２４人判明』 

3月25日『コロナ禍で聖火リレー福島県から出発〜「復興五輪」どこに』 

4月9日『手紙が語る収容施設の闇〜スリランカ人留学生はなぜ死んだのか』 
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4月12日『汚染水「海洋放出」に反対署名６万筆〜官邸前デモも』 

4月15日『「約束を反故だ」汚染水海洋放出に漁師や福島県民、反対の声』 

4月20日『ミャンマーで拘束されたジャーナリストの釈放を求め会見』 

4月22日『ミャンマー国軍の資金源となりうる援助の停止を〜NGOが要請活動』 

4月27日『コロナ禍に生きる〜性的マイノリティとしての苦悩を乗り越えて』 

5月11日『映画「狼をさがして」の上映中止めぐり関係者が会見〜刑事告訴へ』 

5月14日『学校の「同意書」回収打ち切り〜福島県甲状腺検査』 

5月20日『専門家「質の低下」懸念〜福島の甲状腺検査』 

6月2日『「政府は制裁を」文化人ら訴え〜ミャンマーのクーデター４か月』 

6月3日『「検査に救われた」甲状腺がん患者が検査継続を訴え』 

6月18日『「復興五輪？ふざけんな！」吠える福島県の牛飼い・吉沢正己』 

6月21日『小児甲状腺がん全数ようやく把握〜2017年末までの6年分』 

6月23日『“部屋飲み OK・ハグは禁止”選手村メディアに公開』 

6月24日『「開催は死をもたらす」都庁前で五輪反対訴え』 

7月8日『「沖縄の声を聞け！」辺野古サンゴ訴訟判決に抗議』 

7月12日『南相馬「特定避難勧奨地点」解除の取り消し認めず〜 東京地裁』 

7月13日『「黒い雨」二審も原告全面勝訴〜広島高裁が対象を広げる判断』 

7月16日『“バブル方式”は機能しているか〜五輪施設を歩いた』 

7月17日『入国ラッシュが影響か〜五輪関係者１５人が感染』 

7月21日『芸術家らが五輪廃止を求め「終息宣言展」〜神保町で開催』 

7月22日『「始まっても中止だ！中止」〜サッカー試合直前に調布でデモ』 

7月23日『福島の小児甲状腺がん２８７人〜事故１０年で１万人に６人手術』 

7月23日『「今すぐ中止！」聖火の到着式に合わせ抗議デモ』 

7月29日『原子力災害時の「甲状腺モニタリング」方針、固まる』 

7月30日『「五輪はいらない！」〜五輪の中止求め反対デモ』 

8月4日『“ミャンマーを見捨てないで”軍事クーデターから半年』 

8月14日『「戦没者の遺骨を埋め立てに使うな」～東京・九段下でハンスト』 

8月17日『「避難者調査」国連報告者の受け入れ要請〜原発事故避難者ら』 

8月23日『放射線防護の考え方原案に「10ミリ基準」〜内閣府の意向で削除』 

8月25日『原発事故後の未公表データで食品から高濃度のヨウ素１３２〜福島県』 

9月28日『市中感染ゼロの「グリーンゾーン化」目指せ〜研究者「コロナ対策」抜本的見直し提言』 

10月6日『岸田新政権は役割を果たせ！ミャンマー軍事クーデターから８か月』 

10月14日『福島県の甲状腺がん、集計外含め２９３人〜星座長は５期目』 

10月29日『小児甲状腺がん患者ら半数「被曝影響」疑う〜支援団体が報告書』 

11月3日『東電強制起訴の控訴審始まるー「現場検証を」検察官役』 

11月9日『「リニア新幹線の工事を中止せよ」崩落事故を受け市民団体が申し入れ』 

11月17日『「核燃サイクルをやめろ」ＭＯＸ燃料到着で緊急行動』 

11月23日『リニア新幹線でいま何が起きているか？―現地報告』 

11月29日『優生保護法被害者に国は謝罪と補償を〜大学生が署名提出』 

12月8日『みんな壊れていく～外国人技能実習生が劣悪労働を証言』 

12月17日『“奴隷制度”の見直しを！死亡した実習生を追悼しスタンディング』 

12月22日『長期収容やめろ～東京入管前で市民ら抗議』 

12月24日『「夜明け前のうた」文化庁の上映延期に抗議の上映会』 

12月27日『ミャンマー国軍抗議で４００人がアピール行進』 
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 福島映像祭２０２１  

第９回目となる「福島映像祭」を９月１８日～２４日の１週間、ポレポレ東中野にて行った。上映プログラムは国

内外からの全６作品。最新ドキュメンタリーからアート作品まで、多彩なプログラムとなった。イベントは２つの企画

を実施し、昨年同様オンライン参加も可能とした。イベントは後日オンデマンド配信も行った。今年は担当スタッ

フの不在もあり、宣伝やメディアへのアプローチに課題が残り、集客がふるわなかった。 

 

   

 

＜映画上映＞ 

『見えない島』”The invisible island” 監督：ケイコ・クルディ（2021年／87分／フランス） 

『県民投票』 監督：大場丈夫（2021年／92分／日本） 

『原発故郷3650日』 監督：島田陽磨（2021年／70分／日本） 

『我が友・原子力』 監督：渡辺謙一（2020年／57分／フランス） 

『BETWEEN YESTERDAY & TOMORROW Omnibus 《March/April 2021》』 監督：前田真二郎 他（2021年／

74分／日本） 

『福島 生きものの記録 シリーズ4～生命～』★特別追悼上映 監督：岩崎雅典（2016年／88分／日本） 

 

＜イベント＞ 

◆上映＆トーク「甲状腺がんになった私たちの声を聞いてください」 会場参加２２人／オンライン６１人 

ゲスト：甲状腺がんと診断された20代の当事者 

◆市民部門上映＆トーク「わたしが伝える福島」 会場参加１０人／オンライン３１人 

ゲスト：市民制作者のみなさん 

 ＤＶＤ販売  

 ３．１１から１０年となった３月に『飯舘村 わたしの記録』の期間限定セールを実施し８本を販売した。また、監督

である長谷川健一さんが１１月に逝去し、ＤＶＤを希望する人が増加した。 

 

 自主上映  

３月に行われた映画館シアターセブン（大阪）の特集上映「３.１１を改めて考える～原発問題を中心に～」に

て『東電テレビ会議４９時間の記録』が上映された。 

 

（２）人権・環境を考慮に入れた国内外の優れた映像作品の翻訳・紹介  

 映像コンテンツの翻訳  対象となる事業は行わなかった。 
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―市民の情報発信（パブリック・アクセス）に係る事業― 

（３）子ども・市民のための映像制作教育  

 映像ワークショップ  

中央ろうきんによる助成金「若者応援ファンド」を活用し、若者向けの映像ワークショップ（４回の連続講座）を

オンラインで開催した。講師はアートユニットのキュンチョメ、映画監督の土屋トカチさん、堀切さとみさん、島田

隆一さん、また特別ゲストとして理事の毛利嘉孝さんにも協力をあおいだ。 

 

（４）市民が情報発信を行うためのインフラ・機材及び交流の場の提供及び環境づくり 

 メディアセンター   

【事業内容】 

アジアプレス、ＮＰＯ法人独立映画鍋がスペース利用を継続している。メディアカフェは新型コロナウイルスの

感染拡大により縮小しての運営および休業を余儀なくされた。 

 アドボカシーおよびキャンペーン活動   

【事業内容】 

具体的な取り組みは行えなかった。 

 

（５）社会貢献を行う行政・企業・団体への映像・メディア支援  

 映像コンテンツなどの受託制作   

【事業内容】 

２０２1年度は、前年に引き続き、オンラインイベント等のサポート依頼が相次いだ。このほか、原水爆禁止日本

会議の「被爆７５年記念ビデオ」の取材等を長期にわたっておこなった。このほか、東京都人権啓発センターや

Ｂ型肝炎弁護団のサポート、護憲集会の上映ビデオ制作を担った。 

 

【実施実績】 

⚫ 現代人文社（刑事弁護授賞式記念コンテンツ） 

⚫ 脱被ばくネット（ライブ配信サポート） 

⚫ ピースボート／フリードリヒ財団（原発ゼロ世界会議会見ライブ配信） 

⚫ 千葉フクシマを考えるフォーラム（オンラインイベント配信） 

⚫ NPO法人東京肝臓友の会（医療講演会コンテンツ制作） 

⚫ 東京第二弁護士会（模擬裁判教育 DVD制作） 

⚫ 福島平和フォーラム（県民大集会ライブ配信） 

⚫ アーユス仏教国際協力ネットワーク（授賞式オンラインサポート） 

⚫ 認定 NPO法人 ACE（子どもの権利条約集会ライブ配信） 

⚫ B型肝炎神奈川弁護団（B型肝炎訴訟１０周年ライブ配信） 

⚫ 認定 NPO法人水俣フォーラム（ライブ配信サポート） 

⚫ WWFジャパン（気候変動・エネルギー教育 PJ・WS ﾚｸﾁｬｰ動画制作） 

⚫ グリーフサポートせたがや（連続講座配信サポート） 

⚫ 平和フォーラム（護憲大会ビデオ制作）（優生保護法・外国人の人権・震災と人権・コロナと憲法） 

⚫ 東京人権啓発センター（オンライントーク「コロナ禍で考えるいじめ問題」動画） 
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組織  

 組織・事務局  

３月に東京都による認定ＮＰＯ法人更新の実地調査を経て、認定更新が決定。認定ＮＰＯ法人の有効期間は

２０２６年３月１日までとなった。 

 

 ２０周年記念事業  

設立２０周年を迎えた２０２０年は４つのプロジェクト「メールマガジン・WEBサイトのリニューアル」「記念パーテ

ィー」「寄付キャンペーン」「２０周年記念誌」に取り組んだ。 

メールマガジンは６月にリニューアルを行い、随時登録を呼びかけることで、登録者が３１人増加。HTMLメー

ルで配信が可能となり、ビジュアルなど見せ方を工夫しながら毎週配信している。１０月にはWEBサイトをリニュ

ーアルオープンし、長年の課題でもあったスマホ対応となり、アクセシビリティと閲覧性を高めたデザインとなっ

た。なお、リニューアルしたウェブサイトは１０月２１日にオンラインで開催した記念パーティーにてお披露目した。 

１０月から１２月にかけては寄付キャンペーンを実施。５００万円を目標に、利用しているクレジット決済サービ

ス「Syncable」のバースデードネーション機能も使いながら行なった。詳細については下記ファンドレイジングに

記載する。 

２０周年記念誌は２００１年から１年ごとに活動を振り返りながら、これまで活動に参加してくださった方々にも

寄稿をお願いし、制作を進めている。年内の発行は間に合わなかったものの、２０２２年１月には完成予定。 

 

 ファンドレイジング  

新規会員は設立２０周年をきっかけにご入会いただく方が増え、例年よりは増加傾向となった。寄付は９月に

福島映像祭の賛同募集、１０月２１日～１２月３１日の期間で設立２０周年寄付キャンペーンを実施した。 

２０周年の寄付キャンペーンでは、これまでの寄付キャンペーンの最高額となる５００万円を目標に行い、２２４

人の方から総額５，０６７，９８４円のご寄付をいただき目標を達成した。長年ご支援いただいている方から１００万

円のご寄付をいただくなど、２０年の活動でつながりのあった方々や会員、継続寄付者からのご寄付が多かった

が、過去のワークショップ卒業生や、取材対象者など新規の寄付者４５人からもご支援いただくことができた。 

 

・新規入会者名 １２人（賛助会員個人） 

 

・寄付総額   ６４７万円以上 ／ 寄付者 ３００人（２２人増） 

２万～５万円未満 ４２人（２２人増） 

５万～１０万円未満 １７人（１５人増） 

１０万円以上 １１人（５人増） 

１００万円以上 １人 

 

 スタッフ体制  

昨年に続きフルタイムスタッフは２人体制となった。４月より番組制作、委託制作の業務を担当するスタッフ１

名を採用し週３日勤務している。９月から１１月にかけて、事務局スタッフの不在にともないアルバイトスタッフ１名

を受け入れた。インターンは１名受け入れた。 
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■議案二号   

 

活 動 計 算 書 
 [税込]（単位：円） 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 
自 2021年 1月 1日  至 2021年 12

月 31日 

【経常収益】    

  【受取会費】    

    正会員受取会費 150,000    

    賛助会員受取会費 1,590,000  1,740,000   

  【受取寄付金】    

    受取寄付金  6,479,129   

  【事業収益】    

  （番組制作） 1,000,305   

（メディア教育） 622,000   

（社会貢献メディア支援） 12,648,466   

メディア支援事業収益 計  14,270,771  

  【その他収益】    

    受取  利息 206    

    雑  収  益 66,759  66,965   

        経常収益  計   22,556,865  

【経常費用】    

  【事業費】    

    （人件費）    

      給料  手当(事業) 6,274,071    

      法定福利費(事業) 893,547    

      通  勤  費(事業) 142,454    

      福利厚生費(事業) 71,948    

        人件費計 7,382,020    

    （その他経費）    

      売上 原価 11,235    

      外注費（事業） 5,964,866    

      諸  謝  金 293,000    

      印刷製本費(事業) 4,465    

      会  議  費(事業) 295,500    

      旅費交通費(事業) 1,473,620    

      車  両  費(事業) 44,737    

      通信運搬費(事業) 321,070    

      消耗品費(事業) 97,806    

      機材費（事業） 132,029    

      資料費(事業） 280,838    

      水道光熱費(事業) 299,203    

      WEB構築費 2,392,960    

      地代  家賃(事業) 1,995,840    

      会場費(事業) 64,451    

      リース料 143,176    

      減価償却費(事業) 216,279    

      諸  会  費(事業) 22,414    
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      租税  公課(事業) 29,880    

      支払手数料(事業) 2,934    

      映画上映料 138,441    

      雑      費(事業) 7,270    

        その他経費計 14,232,014    

          事業費  計  21,614,034   

  【管理費】    

    （人件費）    

      給料  手当 1,568,517    

      法定福利費 223,387    

      通  勤  費 90,156    

        人件費計 1,882,060    

    （その他経費）    

      印刷製本費 123,127    

      支払 報酬 97,763    

      会  議  費 81,642    

      通信運搬費 315,097    

      消耗品  費 50,179    

      水道光熱費 33,244    

      地代  家賃 221,760    

      広告宣伝費 39,600    

      接待交際費 27,546    

      資料費 3,000    

      諸  会  費 131,775    

      租税  公課 320,600    

      支払手数料 330,822    

      雑      費 20,000    

        その他経費計 1,796,155    

          管理費  計  3,678,215   

            経常費用  計   25,292,249  

              当期経常増減額   △ 2,735,384  

【経常外収益】    

    経常外収益  計   0  

【経常外費用】    

    経常外費用  計   0  

      税引前当期正味財産増減額   △ 2,735,384  

      法人税、住民税及び事業税   70,000  

          当期正味財産増減額   △ 2,805,384  

          前期繰越正味財産額   27,193,595  

          次期繰越正味財産額   24,388,211  
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貸 借 対 照 表 
特定非営利活動法人 OurPlanet-TV [税込]（単位：円） 

全事業所 2021 年 12月 31日 現在 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目 金 額 科  目 金 額 

 【流動資産】    【流動負債】   

  （現金・預金）     前  受  金 3,850,000  

   現      金 34,259    預  り  金 478,258  

   ドル 現金 36,231    未払法人税等 70,000  

   普通  預金 26,254,513    未払消費税等 320,200  

   ペイパル 80,103     流動負債合計 4,718,458  

   シンカブル 717,997  負債合計 4,718,458  

    現金・預金 計 27,123,103  正 味 財 産 の 部 

  （売上債権）    前期繰越正味財産 27,193,595  

   未  収  金 12,166   当期正味財産増減額 △ 2,805,384  

    売上債権 計 12,166  正味財産合計 24,388,211  

  （棚卸資産）       

   商 品 63,696      

    棚卸資産  計 63,696      

  （その他流動資産）       

   立  替  金 33,324      

    その他流動資産  計 33,324      

     流動資産合計 27,232,289      

 【固定資産】       

  （有形固定資産）       

   什器  備品 782,380      

    有形固定資産  計 782,380      

  （投資その他の資産）       

   敷      金 1,092,000      

    投資その他の資産  計 1,092,000      

     固定資産合計 1,874,380      

資産合計 29,106,669  負債及び正味財産合計 29,106,669  
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  【流動資産】
    （現金・預金）
      現      金 34,259 
      ドル　現金 36,231 
      普通  預金 26,254,513 
        三菱UFJ神保町 (17,534,659)
        三菱UFJ特別 (10,000)
        三菱UFJトヨタ (902)
        三菱UFJ春日町 (20)
        城南信金九段下 (4,849,930)
        郵便貯金総合 (2,088,725)
        郵便振替 (1,270,492)
        中央労働金庫 (499,785)
      ペイパル 80,103 
      シンカブル 717,997 
        現金・預金 計 27,123,103 
    （売上債権）
      未  収  金（DVD販売代金） 12,166 
        売上債権 計 12,166 
    （棚卸資産）
      商　品（DVD・書籍） 63,696 
        棚卸資産  計 63,696 
    （その他流動資産）
      立  替  金（スタッフ経費） 33,324 
        その他流動資産  計 33,324 
          流動資産合計 27,232,289 
  【固定資産】
    （有形固定資産）
      什器  備品（カメラ、パソコン） 782,380 
        有形固定資産  計 782,380 
    （投資その他の資産）
      敷      金 1,092,000 
        投資その他の資産  計 1,092,000 
          固定資産合計 1,874,380 
            資産合計 29,106,669 

  【流動負債】
    前  受  金（ビデオ制作着手金） 3,850,000 
    預  り  金 478,258 
      報酬源泉 (111,336)
      健康・介護 (114,746)
      厚生年金 (190,966)
      給与源泉 (61,210)
    未払法人税等 70,000 
    未払消費税等 320,200 
      流動負債合計 4,718,458 
        負債合計 4,718,458 

        正味財産 24,388,211 

《資産の部》

《負債の部》

特定非営利活動法人OurPlanet-TV
財　産　目　録

[税込]（単位：円）

2021年12月31日 現在全事業所



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人OurPlanet-TV

１． 重要な会計方針

　　 　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2011年11月20日一部改正 NPO法人会計基準協議会）

によっています。

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終仕入原価法によっています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっています。

２． 事業別損益の状況

別紙参照

３． 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は24,388,211円ですが、そのうち使途が特定された寄附金等はありません。

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

受取寄附金 3,487,533 5,183,303 8,670,836 0 主に番組制作情報提供

ソーシャルジャスティス基金 313,807 0 313,807 0 甲状腺がんビデオプロジェクト

オープンソサエティ財団 760,504 0 760,504 0 COVOTプロジェクト

中央ろうきん助成金 500,000 0 500,000 0 映像で再出発を目指す人のためのワークショップ

合計 5,061,844 5,183,303 10,245,147 0

４． 固定資産の増減内訳

（単位：円）
期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

ビデオカメラ一式 654,689 654,689 87,291 567,398

編集用マウスコンピュータ 343,970 343,970 128,988 214,982
投資その他の資産 0

保証金 1,092,000 0 0 1,092,000 0 1,092,000

合計 1,092,000 998,659 0 2,090,659 216,279 1,874,380

５． その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため に必要な事項

・事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、法定福利費、地代家賃、水道光熱費については

従事時間に基づき按分しています。

人件費（給料手当、法定福利費） 事業費80%・管理費20%

その他経費（地代家賃、水道光熱費） 事業費90%・管理費10%

　　2021年度（令和３年）　　計算書類の注記

（１）

（２）

内容 備考

科目
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注記２．別紙 事業別損益の状況 

  

番組制作情

報提供 

メディア教育

支援 

社会貢献メデ

ィア支援 管理部門 合 計 

勘定科目名称           

《経常増減の部》           

【経常収益】           

【受取会費】           

正会員受取会費 0 0 0 150,000 150,000 

賛助会員受取会費 1,192,500 0 79,500 318,000 1,590,000 

受取会費  計 1,192,500 0 79,500 468,000 1,740,000 

【受取寄付金】           

受取寄付金 4,859,347 0 323,956 1,295,826 6,479,129 

受取寄付金  計 4,859,347 0 323,956 1,295,826 6,479,129 

【受取助成金等】           

受取助成金等  計 0 0 0 0 0 

【事業収益】           

メディア支援事業収

益 1,000,305 622,000 12,648,466 0 14,270,771 

DVD 小売り 41,370 0 0 0 41,370 

その他補助 958,935 622,000 12,648,466 0 14,229,401 

事業収益  計 1,000,305 622,000 12,648,466 0 14,270,771 

【その他収益】           

受取  利息 0 0 0 206 206 

雑  収  益 63,131 0 0 3,628 66,759 

その他収益  計 63,131 0 0 3,834 66,965 

経常収益  計 7,115,283 622,000 13,051,922 1,767,660 22,556,865 

【経常費用】           

【事業費】           

（人件費）           

給料  手当(事業) 1,568,518 0 4,705,553 0 6,274,071 

法定福利費(事業) 223,387 0 670,160 0 893,547 

通  勤  費(事業) 127,798 12,656 2,000 0 142,454 

福利厚生費(事業) 3,000 47,223 21,725 0 71,948 

人件費計 1,922,703 59,879 5,399,438 0 7,382,020 

（その他経費）           

売上原価   6,828 4,407 0 0 11,235 

外注費（事業） 2,361,706 0 3,603,160 0 5,964,866 

諸  謝  金 173,000 120,000 0 0 293,000 

印刷製本費(事業) 3,960 0 505 0 4,465 

会  議  費(事業) 127,832 7,010 160,658 0 295,500 

旅費交通費(事業) 528,515 0 945,105 0 1,473,620 

車  両  費(事業) 8,604 0 36,133 0 44,737 

通信運搬費(事業) 301,191 0 19,879 0 321,070 

消耗品費(事業) 64,079 4,886 28,841 0 97,806 

機材費（事業） 132,029 0 0 0 132,029 

資料費(事業） 52,385 0 228,453 0 280,838 

水道光熱費(事業) 132,979 0 166,224 0 299,203 

WEB 構築費 2,366,560 0 26,400 0 2,392,960 

地代  家賃(事業) 887,040 0 1,108,800 0 1,995,840 

会場費(事業) 61,200 0 3,251 0 64,451 
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リース料 5,346 0 137,830 0 143,176 

減価償却費(事業) 216,279 0 0 0 216,279 

諸  会  費(事業) 20,064 0 2,350 0 22,414 

租税  公課(事業) 29,280 0 600 0 29,880 

支払手数料(事業) 2,934 0 0 0 2,934 

映画上映料 138,441 0 0 0 138,441 

雑      費(事業) 400 6,840 30 0 7,270 

その他経費計 7,620,652 143,143 6,468,219 0 14,232,014 

事業費  計 9,543,355 203,022 11,867,657 0 21,614,034 

【管理費】           

（人件費）           

給料  手当 0 0 0 1,568,517 1,568,517 

法定福利費 0 0 0 223,387 223,387 

通  勤  費 0 0 0 90,156 90,156 

人件費計 0 0 0 1,882,060 1,882,060 

（その他経費）           

印刷製本費 0 0 0 123,127 123,127 

支払 報酬 0 0 0 97,763 97,763 

会  議  費 0 0 0 81,642 81,642 

通信運搬費 0 0 0 315,097 315,097 

消耗品  費 0 0 0 50,179 50,179 

水道光熱費 0 0 0 33,244 33,244 

地代  家賃 0 0 0 221,760 221,760 

広告宣伝費 0 0 0 39,600 39,600 

接待交際費 0 0 0 27,546 27,546 

資料費 0 0 0 3,000 3,000 

諸  会  費 0 0 0 131,775 131,775 

租税  公課 0 0 0 320,600 320,600 

支払手数料 0 0 0 330,822 330,822 

雑      費 0 0 0 20,000 20,000 

その他経費計 0 0 0 1,796,155 1,796,155 

管理費  計 0 0 0 3,678,215 3,678,215 

経常費用  計 9,543,355 203,022 11,867,657 3,678,215 25,292,249 

当期経常増減額 -2,428,072 418,978 1,184,265 -1,910,555 -2,735,384 
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■議案三号 

 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 

２０２２年度 事業計画 

１、事業実施の方針   

 

 

活動開始から２１年目となる２０２２年。OurPlanet-TVは、これからも人びとの「小さな声」に耳を傾け、個人と

個人をつなぐという役割を大切に、丁寧に活動を続けていきたいと思います。引き続きご支援をお願いします。 

 

２０２２年に計画を立案したいと考えているのは、過去２０年に記録したアナログビデオのデジタル化とアーカイ

ブです。OurPlanetTVがこの２０年間に撮影したビデオテープはおよそ１万本。１万時間分となります。これらの

中には、２００１年以降の日本の市民運動や貴重なインタビューがあり、ほかでは見ることができない記録も多々

あります。これらの記録を全てデジタル化、アーカイブ化するには、方法、資金ともに事前の計画が必要となるた

め、今年度は、その道筋をつけるべく、資金調達や体制の整備を行なっていきます。同様の課題を抱えているフ

リーのジャーナリスト、市民メディアもあることから、こうした人たちとの連携も視野に入れていきたいと考えていま

す。 

 

一方、取材と発信については、この数年、力を入れてきた、福島原発事故に伴う放射線被曝による小児甲状

腺がん問題をめぐり、患者６人が今年１月、東電を訴える裁判を提起しました。OurPlanet-TV としては、これまで

の取材や蓄積を糧としながら、戦後最大の「人災」である福島第一原発事故の健康被害について、引き続き迫

っていきたいと考えています。 

 

 

代表理事 白石 草 
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２、事業実施に関する事項 

 

―コンテンツ制作に係る事業―   

（１）市民の視点や人権・環境を考慮にいれた番組の制作  

 独自企画番組の制作および配信  

２０２２年は、引き続き東京電力福島第一原子力発電所事故に関するテーマを軸に、外国人の人権問

題、ジェンダー問題などに力を注いでいく。 

 

 独自記録のアーカイブ  

過去２０撮影した映像のデジタル化、アーカイブ計画に関する計画。資金調達などを行う。 

 

 福島映像祭 ・ふくしまのこえ  

２０２２年に１０回目の開催を迎える。スタートした当時の原点にもどり、ここ数年あまり力を入れることができな

かったテレビ番組の上映や、展示などの企画も積極的に検討し、集客につなげたい。 

 

 ＤＶＤ販売・自主上映  

「飯舘村 わたしの記録」については上映会の企画なども検討し、販売を拡げていく。 

 

（２）人権・環境を考慮に入れた国内外の優れた映像作品の翻訳・紹介  

 映像コンテンツの翻訳  

「東電テレビ会議～４９時間の記録」英訳版（１００分版）の上映・配信を何らかの形で実施していく。 

 映画紹介  

主にメールマガジン、ニュースレター等で紹介していく。ドキュメンタリー映画に限らず、多様な視点を持つイ

ンディペンデント作品も取り上げたい。  

 

―市民の情報発信（パブリック・アクセス）に係る事業― 

（３）子ども・市民のための映像制作教育  

 映像制作ワークショップ  

メディアカフェにおけるワークショップは見合わせる。 

 

（４）市民が情報発信を行うためのインフラ・機材及び交流の場の提供及び環境づくり  

 メディアカフェ  

引き続き事務局スペースの貸し出しを継続し、広報メディアサポートを実施する。「アジアプレス」「ＮＰＯ法人

独立映画鍋」の２団体のほか、新たな団体の開拓を行う。メディアセンターについては、新型コロナウイルスの感

染状況を注視しつつ、利用者への呼びかけを行っていく。 
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 アドボカシー活動  

ソーシャル・ジャスティス基金より助成を受け、甲状腺がんに罹患した子どもたちの声を伝える新たなビデオプ

ロジェクトに取り組む。社会から孤立し、これまで封印されていた患者と家族のリアルな声を国内外に広く発信す

ることを目指す。また、「報道の自由」「メディアの独立」に関する問題提起となるような試みを行っていきたい。 

 

（５）社会貢献を行う行政・企業・団体への映像・メディア支援 

 社会貢献支援事業は、ライブ配信やウェブ構築など、新たな分野を広げていきたい。 

 映像コンテンツなどの受託制作  

新型コロナで高まっているオンライン需要がしばらくは続くとみられるため、引き続き、様々な市民団体、NGO

等からの映像制作・オンライン企画を受託する。 

 

 講師派遣  

希望に応じて、映像ワークショップや広報セミナーの講師派遣または運営・実施を随時行う。 

 

 広報セミナー・広報サポート  

引き続き、過去の広報セミナー参加者を主な対象とした少人数制の「広報ゼミ」の開催は見合わせる。コロナ

禍で課題を抱える NPO、NGO等の相談等にのっていく。 

 

―組織運営に関する事項― 

 組織・事務局  

必要に応じてスタッフを配置する。またインターンを積極的に受け入れる。 

 

 ファンドレイジング  

キャンペーンは年に２回程度（８月、１１～１２月）実施する。あわせて新規会員の開拓に力を入れたい。昨年

より継続して制作中の２０周年記念誌は１月の発行予定。会員向けニュースレターは４月、１１月に発行する。助

成金も随時申請していく。 
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■議案四号 

 

活 動 予 算 書 
 [税込]（単位：円） 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 自 2022年 1月 1日  至 2022年 12月 31日 

【経常収益】   

  【受取会費】   

    正会員 年会費 200,000   

    賛助会員 年会費 2,000,000   

  【受取寄付金】   

  一般寄附 4,500,000   

  【受取助成金等】   

  助成金 1,000,000   

    会費・寄付・助成金 収益 計  7,700,000  

  【事業収益】   

  番組制作情報提供 1,000,000   

  メディア教育支援 600,000   

  社会貢献メディア支援 12,000,000   

    事業収益 計  13,600,000  

  【その他収益】   

    受取 利息 -  

    雑 収 益 -  

    その他収益 計  0  

        経常収益  計  21,300,000  

【経常費用】   

  【事業費】   

    （人件費）   

   給与 手当 8,000,000   

   法定福利費 1,200,000   

   通勤費（事業） 200,000   

   福利厚生費（事業） 30,000   

人件費 計  9,430,000  

    （その他経費）   

   外注費（事業） 2,000,000   

   謝礼金 100,000   

   印刷経費（事業） 150,000   

   会議費（事業） 150,000   

   旅費交通費（事業） 1,300,000   

   通信運搬費（事業） 500,000   

   消耗品費（事業） 100,000   

   水道光熱費 320,000   

   地代 家賃 1,760,000   

   機材費（事業） 300,000   

   修繕費（事業） 100,000   

   資料費（事業） 250,000   

   WEB構築費 100,000   

   会場費（事業） 300,000   

   広告宣伝費 50,000   

   リース料 80,000   

   映画上映料 150,000   
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   仕入 50,000   

          事業費  計  17,190,000  

  【管理費】   

    （人件費）   

   給与 2,000,000   

   法定福利費 300,000   

   通勤費 100,000   

      福利厚生費 20,000   

人件費 計  2,420,000 

    （その他経費）   

      印刷  経費 120,000   

   支払 報酬 150,000   

      会  議  費 30,000   

      旅費交通費 50,000   

      通信運搬費 250,000   

      消耗品 費 100,000   

      水道光熱費 80,000   

      地代  家賃 440,000   

   接待 交際費 20,000   

   諸会費 150,000   

      租税  公課 100,000   

      支払手数料 150,000   

   会場費 50,000   

          管理費  計  4,110,000  

           経常費用  計  21,300,000  

      当期経常増減額  0  

 


